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 明日１０／７（金）で、平成２８年度前期が終了します。 

ご家庭で子どもさんの成長や進歩をぜひたくさんほめてあげて下さい、よろしくお願いします。

また、お渡しする『あゆみ』やプリント類をもとに学習や活動について親子で対話をし、後期に

向けての励ましもお願いします。あゆみ内の評価の見方について、かんたんにお知らせします。 

１年あゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙 

内側（左ページ １年生） 

 

 

各教科とも、難しい言葉ですが、①関心・意欲・態度、 

②思考・判断、③技能・表現、④知識・理解の大きく４つ 

の分類（これを観点と言います）で評価され、◎○△の三 

段階での評定となります。 

②と④に関しては、テストによる評価が大きいですが、 

①や②の一定部分は授業での姿勢や発言・考え方、提出物 

等、③では作品や歌・ﾘｺｰﾀﾞｰ、体育の記録や演技など実技 

や作図・実験での活動の評価がなされ、評定として表され 

ています。前期の良い評定をより伸ばし、△の部分や理解 

できていないところを補うようにしておきましょう。 

 １年生は､前期のみ「学習」の評定は○（できる）△（が 

んばろう）の二段階評定です（後期は三段階評定です）。 

ホームページ http://www.ise-mie.ed.jp/~akeno-e/ 

 

 

めざす     「かしこく」 様々なことに興味・関心を持ち、自ら学び、考え、正しく判断し行動できる子 

子ども像  「心豊かに」 自分を大切にするとともに、友だちなど自分以外の人も大切に思い、つながりあって行動する子 

「たくましく」 健康や体力の向上維持に努め、めあてに向かって粘り強くやりぬく子 

めざす学校像 子どもが喜んで通う学校、 子どもがつながりあって活動する学校、子どもに確かな学力が身につく学校 

 

折り返し・・・！「あゆみ」について・・・ 

評定については、 

平成１４年（2002 年）より、「絶

対評価」（目標に準拠した評価）を

行うことになっています。 

 絶対評価とは、各教科の目標（本

校では、主な評価内容と示してい

ます）に到達しているか、どうか

での評価となります。 

「到達していれば、○」「十分到

達していれば、◎」で表し、「到達

していない場合は△（がんばろ

う）」で示しており、三段階評定と

なっています（中学校では、１～

５の五段階評定です）。 

たとえば、国語では主に６つの目標

（評価内容）があります。 

上から、（１年は 7 つ） 

○国語に対する関心・意欲・態度 

○聞く力 

○書く力 

○読む力 

○文字や国語のきまり知識理解 

○書写 

それぞれに◎○△の評定がなされ

ています。 

この評定が、各教科で実施されてい

るわけです。 

http://www.ise-mie.ed.jp/~akeno-e/


また、右ページの「生活・行動のようす」での

『身の回りの整理整頓』『忘れ物をしない』『あい

さつや言葉づかい』『人の話をしっかり聞く』『仕

事をきちんとやりとげる』『思いやり』といった

点もお家で確認していただき、「後期は□□をが

んばろうね」などと励ましていただくとありがた

いです。 

 
 
 
 
 
 
 小学校は人間として必要なことを学ぶ場だと私は常々考えています。基本的な集団で
の生活、自分のことを自分で考えてできるようになること、少しずつ周りを見て気遣い
をできる・思いやりを持って生活できるようになること、善悪を判断し言動すること（周
りに注意する、制止できること）などなど。これらはほとんど同じ年齢の仲間、少し年
上年下の仲間、集団の中で磨かれ育まれます。楽しいことやいやなこと・つらいことを
経験し、子どもたちは日に日に成長しています。よりイイ経験ができる集団づくりをし
ていきたいと後期に向けて、改めて思っています。 

 

 

 今年度「全国学力・学習状況調査」の振りかえりの最終です。児童・生徒の学力調査と学習状

況調査以外に学校の活動状況や６年生の現況をたずねる「学校質問紙」というものがあります。 

 その質問内容は、児童数や６年の児童数、職員数や６年の５年時の国語・算数の総授業 数～

授業の方法や内容、家庭学習、地域の方々やＰＴＡの支援の授業や活動など多岐に渡っています。 

その中で、６年生のようすをたずねたもので、  （番号は質問№、県内公立小は３７２校です） 

 14 児童は熱意をもって勉強していると思いますか  １「はい」 県内 30.4％（全国 20.3％） 

 15 授業中の私語が少なく、落ち着いていると思いますか １「はい」県内 41.1％（全国 39.1％） 

 16 児童は、礼儀正しいと思いますか        １「はい」 県内 28.5％（全国 29.3％） 

 17 自分の考えを相手にしっかり伝えることができている 

 18 相手の考えを最後まで聞くことができている      17～20 は２「まずまずできてい 

 19 自分の考えを深めたり、広げたりすることができている る」と答え、この回答が 60～70 

 20 課題を理解して授業に取り組むことができている    ％と県内でも多かったです。 

と回答しました。18 は、１「はい」と答えてもよか 

った状況です。 

  ６Ｃの算数科の授業、全員男子黒板に注目（写真左） 

 

 

 

 

 

 県全体で実施された  

動物愛護の絵・ポスターコンクール で、 

  佳作  山上 仁愛（にーな）さん（６Ｃ） 

が選ばれました。おめでとう。 県内各地で展示 

され、近くでは、ミタスにて１１／２４（木）～ 

２８（月）まで展示発表される予定です。 

夏休み作品、入賞おめでとう！ 

Ｈ２８全国学力・学習状況調査の振り返り（その４） 

＜編集後記＞ １０月になりましたが、まだ季

節外れの蒸し暑さが残っています。４月から、

子どもたちは大きく成長をしてきました。一人

一人の進むスピードはちがいますが、仲間と交

わり、困ったり喜んだり苦しんだり笑ったり…

その成長の姿を見るのが好きな私です。 

 人と比べたり 競争しなくてもいい 

 つまずいたり 転んだりしてもいい 

 遅咲き 早咲き みんなよし！ 

（健康道場ｺｽﾓﾎﾟｰﾄ主宰 吉丸房江さん） 

保護者のみなさま、地域のみなさま、 

後期もよろしくお願いします。 

これは１年生の「生活・行動のようす」の評価です。８

項目で、学年が上がると項目が増えます。○印が「よくで

きる」、無印（空欄）は、「できる」、△は「がんばりまし

ょう」という評価になっています。 


